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※インジケータの色はオレンジとなります。

真空管の明るさ等のバラツキについて

真空管のヒーターの明るさが左右違うものがありますが露
出している部分は性能には問題ありませんので左右違って

いても差し使いありません。

本機は一般家庭用オーディオ機器として作られたものです。
一般家庭用以外（たとえば飲食店等でのBGMなど営業用の長時間使用、車両、船舶
への搭載使用、野外での使用など）に使用しないでください。
一般家庭用以外の使用で故障した場合は、保証期間内でも有償修理とさせて
いただきます。
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不明点やご質問等は当社ユーザーサポート係宛て、下記時間内にお問合せください。

ユーザーサポート受付時間：月～金曜日TEL 10:00～16:00(休業日を除く)



警告
・以下の内容を無視して誤った取扱をすると火災や感電による人身事故の原因となります。

絶対に裏蓋を開けたりしないで下さい。故障や感電の原因となります。特に本機は内部に高電圧を使
用するため、内部接触による人体の損傷や火傷などの責任は負いかねます。

万が一、以下の様な異常が生じた場合、すぐに電源スイッチを切り、電源プラグをコンセントから抜い
て下さい。そのまま使用すると火災や感電の原因となりますので直ちに弊社へ修理をご依頼下さい。
・煙が出たり異臭がする
・本機の内部に水(その他の液体)や異物が入った
・落としたり、本体を破損した

本機を交流(ＡＣ)100V以外の電源で使用しないで下さい。それ以外の電源電圧や船舶等の直流(ＤＣ)
電源には直接接続しないで下さい。故障や火災、感電の原因となります。

電源コードを傷つけないで下さい。(重い物の下敷きになる／無理にねじ曲げたり引っ張ったりする／
加工する／加熱する) 電源コードが破損(芯線が露出、断線)すると火災や感電の原因となります。また、
電源プラグにホコリがたまらない様にして下さい。プラグとコンセントの間にホコリがたまると火災や感
電の原因となります。定期的にプラグをコンセントから抜いてホコリを取り除いて下さい。

以下の内容をお守り下さい。内容に反したご使用をされると火災や感電、火傷の原因となります。
・本機の上や周囲に花瓶や水などが入った容器を置かない
・本機を改造しない・本機の通風口をふさがない

注意
・以下の内容を無視して誤った取扱をすると感電やその他の事故により怪我や物的損害の原因となります。

必ず付属の真空管カバーをご使用下さい。使用時は真空管が高温になるため直接触れると火傷の原
因となります。特にお子様の手の届かない様にして下さい。

ふらついたり傾いた所などの不安定な場所や、湿気やホコリの多い場所、調理器具や加湿器等の油
煙や湯気が当たる場所へに設置しないで下さい。落下による怪我や発煙、発火の原因になります。

電源コードは以下の様な取扱いはしないで下さい。破損による感電や発火の原因になります。
・プラグを抜く時にコードを引っ張る ・ぬれた手でプラグを抜き差しする
・熱器具のそばに近づけて設置する

ヒューズは必ず規定の物をお使い下さい。規定を越える値(アンペア数)を使用すると火災や事故の原
因となります。

長期間ご使用にならない時は、安全のため電源プラグをコンセントから抜いて下さい。また移動やお
手入れの時は、電源を切り真空管が冷えてから電源プラグをコンセントから抜いて行って下さい。

電源を入れる時は音量を最小にして下さい。突然大きな音が出て聴力障害の原因になる事がありま
す。また、ご使用時は適切は音量でご鑑賞下さい。長時間大音量でお聴きになると聴力障害の原因
となります。

付属の電源コードは本機専用です。他の機器では使用出来ません。

保証について
本機は取扱説明書に記載された注意事項等に添った正しい使用状態で保証期間内に故障が生じた場
合は、弊社にて無償で修理致します。但し、以下の様な場合、保証の対象外となりますのでご注意
下さい。この場合の修理は全て実費とさせて頂きます。
1）お客様による本製品のパーツ交換を含む改造を行った場合
2）本製品純正品以外の真空管を使用した事によりアンプ本体や他の真空管に故障や損傷が生じた
場合、または接続された器機により不具合が生じた場合

3）取扱説明書に記載されていない操作方法やご使用上の誤りによる故障や損傷
4）輸送、移動、落下等による故障や損傷
5）落雷、地震、風水塩害、その他の天変地異や、公害、火災、異常電圧による故障や損傷
６）お客様の希望による真空管の交換や調整、その他メンテナンスの時
※本機のご使用によって生じた商業上及び資産上その他いかなる損害に対しての賠償責任は
負いかねますのでご了承下さい。



各操作部及び接続端子
正面パネル部 背面パネル部

接続と使用方法
1）真空管カバーの左右を持って上方に引き上げ、取り外します。真空管にかぶせてあるクッショ
ン材を取り除き、再び真空管カバーを取り付けます。

2）付属の電源ケーブルを背面のＡＣインレットに差し込みます。

3）ＲＣＡ入力端子又はバランス入力端子にプリアンプからのケーブルを接続します。接続するケ
ーブルにより背面の入力切換スイッチをRCAまたはバランス側に切り替えて下さい。
※本機に各種入力ソースを直接接続する事もできます。その場合はボリュームを最小に下げ
てから使用器機に合わせて音量を調整して下さい。

※本機のバランス入力はICタイプの回路を採用しております。真空管の音を十分にお楽しみ
いただく際は極力短距離でRCA入力する事をお勧め致します。

4）ＯＵＴＰＵＴターミナルにスピーカーケーブルを接続します。マイナスは0Ω端子に、プラスはス
ピーカーのインピーダンスに応じて６／８／１６Ωの何れかに接続します。
※４Ωスピーカーの場合は６Ω端子に接続して下さい。

5）接続が終わりましたら電源を入れボリュームを調整してお楽しみ下さい。
※本機をプリアンプと組み合わせてご使用いただく場合、本機のボリュームを最大にしてプリ
アンプ側で音量調整を行いますが、プリアンプのゲインよってはボリュームを少し上げただ
けで大きな音になってしまう事があります。その際は本機のボリュームを併用して調整して
下さい。
調整方法の例：
①本機のボリュームを最小にします。
②プリアンプのボリュームを一番使いやすい位置(9～１０時くらい)に固定します。
③よくお聴きになるソースを再生します。
④本機のボリュームをちょうど良い音量に調整し、固定します。
⑤以降、通常の音量調整はプリアンプで行って下さい。
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主な仕様
回路形式：A級パラレルシングル 最大出力：２０Ｗ
ＳＮ比：８９dB以上 歪率：０.１％以下
入力感度：０.８Ｖ 入力インピーダンス：１００ｋΩ
出力端子：６／８／１６Ω（４Ωスピーカーは６Ω端子に接続）
周波数特性：２０Hz ～ ６０kHz +０/-３dB
バランス入力：2番ホット
使用真空管：１２ＡＸ７×１／１２ＡＵ７×１／３００Ｂ×２
ヒューズ：４Ａ
付属品：ACコード

ヒューズ交換について
ＡＣインレットより電源コードを抜き、ヒューズホルダー上面にある溝にマイナ
スドライバー等を引っかけて引き出します。ヒューズは4Ａを使用して下さい。
※交換したヒューズが再び切れてしまう場合、本体に異常がある可能性がご
ざいます。その時は直ちに使用をやめ、コンセントから電源プラグを抜いて
修理をご依頼下さい。

製品内容や修理についてのお問合せ
TEL：048-940-3852 FAX：048-940-3853
e-mail：web@triode.co.jp・service@triode.co.jp

交換用真空管
３００Ｂ（中国製トライオードオリジナル） １本：￥２０,000
１２ＡＸ７（中国製トライオードオリジナル） １本：￥2,800
１２ＡＸ７Ａ(ECC83S)（スロバキアＪＪ社製） １本：￥３,800
１２ＡＵ７（中国製トライオードオリジナル） １本：￥2,800
１２ＡＵ７Ａ(ECC82) （スロバキアＪＪ社製） １本：￥３,８００

※初段管取付位置は左側が12AU7、右側が12AX7です。
※価格は201６年4月現在、税別定価です。

※仕様は予告なく変更する事があります。


